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堺
に
あ
る
千
利
休
屋
敷
跡
は
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
〝
利
休
屋
敷
跡
〟
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
当
地
に
つ
い
て
は
、
代
々
太
郎

兵
衛
を
名
乗
る
加か

が賀
田た

家
（
屋
号
は
山や
ま

家が

や屋
）が
所
有
し
て
い
た
と
す
る
。「
元

禄
二
己
巳
歳
堺
大
絵
図
」
に
は
、
利
休

屋
敷
跡
と
さ
れ
る
今
市
町
あ
た
り
（
現

在
の
宿
院
西
一
丁
及
び
二
丁
）
に
は
、

山
家
屋
太
郎
兵
衛
の
掛
屋
敷
が
見
ら
れ

る
。
加
賀
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
堺
・

念
勝
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
に
は
、
も
と

は
「
太
子
屋
」
で
の
ち
に
「
山
家
屋
」

を
称
し
た
、
と
す
る
由
来
が
残
さ
れ
て

い
る
。
太
子
屋
及
び
加
賀
田
家
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
今
の
と
こ
ろ
詳
細
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
「
元
禄
二
己

巳
歳
堺
大
絵
図
」
に
は
、
宿
院
大
浜
筋

を
挟
ん
で
東
側
に
太
子
屋
源
兵
衛
の
掛

屋
敷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
千
利
休
が
活

躍
し
た
時
代
、
太
子
屋
を
屋
号
と
す
る

の
は
牧
谿
が
描
い
た
「
大
根
ノ
絵
」（
宮

内
庁
三
の
丸
尚
蔵
）
等
を
所
持
し
て
い

た
太
子
屋
宗
喜
あ
る
い
は
宗
有
（
宇
）、

宗
高
が
い
る
。『
天
王
寺
屋
会
記
』に
も
、

宗
喜
が
開
い
た
茶
会
の
記
録
が
残
さ
れ

て
お
り
、
堺
を
代
表
す
る
豪
商
の
一
人

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
刊
行
の

「
住
吉
・
堺
名
所
并
二
豪
商
案
内
記
」

に
は
、
加
賀
田
太
郎
吉
の
名
で
店
構
え

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
山
家
や
」
と

い
う
屋
号
で
、
銘
酒
「
大
和
川
」「
龍
」

を
醸
造
し
て
い
た
。
堺
出
身
の
歌
人
・

与
謝
野
晶
子
は
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た

堺
で
、
一
緒
に
遊
ん
だ
美
し
い
友
達
と

の
回
想
を
「
山
太
郎
の
お
み
き
さ
ん
」

と
し
て
綴
っ
て
い
る
。
こ
の
山
太
郎
が

堺
で
も
っ
と
も
古
い
加
賀
田
家
で
、
少

な
く
と
も
明
治
三
〇
年
に
入
る
ま
で

は
、
当
地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
か
ろ
う
。

　

天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
利
休

二
五
〇
年
遠
忌
以
降
、
茶
の
湯
の
世
界

に
お
い
て
利
休
回
帰
が
顕
著
に
な
っ

た
。
堺
に
お
い
て
も
、
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
加
賀
田
家
が
こ
の
地
に
、
利

休
好
み
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
実
相
庵

（
当
初
真
言
宗
・
鹽
穴
寺
に
あ
り
、
の

ち
南
宗
寺
に
移
築
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
七
月
の
空
襲
で
全
焼
し
、
戦

後
再
度
南
宗
寺
に
再
建
さ
れ
た
）
の
写

し
の
二
畳
台
目
の
茶
室
を
建
立
し
、
大

徳
寺
第
四
三
五
世
で
、
堺
・
禅
通
寺
の

第
一
五
世
で
も
あ
っ
た
大
綱
宗
彦
を
招

き
、
茶
室
披
き
を
行
っ
た
。
大
綱
は
千

家
と
の
関
り
も
深
く
、
利
休
二
五
〇
年
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遠
忌
に
お
い
て
は
、
表
千
家
・
吸
江
斎
、

裏
千
家
・
玄
々
斎
、
武
者
小
路
千
家
・

以
心
斎
の
三
千
家
と
と
も
に
、
京
都
で

大
々
的
な
法
要
を
行
っ
て
い
る
。
大
綱

は
、
加
賀
田
家
の
茶
室
に
「
懐
旧
」
と

命
名
し
、
そ
の
墨
蹟
を
残
し
て
い
る
。

「
懐
旧
」
と
は
、
利
休
の
ふ
る
さ
と
に

お
い
て
利
休
の
精
神
に
還
る
、
と
い
う

意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

大
綱
の
墨
蹟
「
懐
旧
」
に
は
「
伝
領
利

休
宗
易
居
士
最
初
居
住
之
地
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
当
地
が
当
時
利
休

屋
敷
跡
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
大
綱
の

墨
蹟
「
懐
旧
」
は
、
後
に
足
袋
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
た
福
助
の

辻
本
家
が
所
蔵
す
る
こ
と
と
な
る

（
挿
図
１
）。

　

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）、

足
袋
装
束
商
「
丸
福
」（
後
の
福

助
足
袋
株
式
会
社
）
を
創
業
し
た

辻
本
福
松
が
、
利
休
屋
敷
跡
地
を

購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
以
後
、
当

屋
敷
地
は
辻
本
家
の
所
有
と
な
っ

た
。
そ
の
際
併
せ
て
茶
室「
懐
旧
」

も
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
福
松
の
婿
養
子
で
、
福
助
足
袋

株
式
会
社
設
立
者
の
辻
本
豊
三
郎
は
新

た
に
屋
敷
を
建
て
、
大
塩
平
八
郎
の
私

塾
「
洗
心
洞
」
に
ち
な
ん
で
、「
洗
心
洞
」

と
命
名
し
た
。
当
初
は
住
居
と
し
て
使

用
し
て
い
た
が
、
後
別
邸
と
し
茶
会
等

が
催
さ
れ
、
あ
る
い
は
書
斎
と
し
て
用

い
ら
れ
た
。
ま
た
豊
三
郎
は
晩
年
、
病

気
療
養
で
用
い
て
い
た
。「
懐
旧
」
に

相
当
す
る
と
推
測
す
る
茶
室
に
は
、「
洗

心
」
と
い
う
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
写
真
が

残
さ
れ
て
い
る
（
挿
図

２
）。

　

利
休
屋
敷
跡
に
あ
っ

た
本
邸
及
び
茶
室
は
戦

災
の
被
害
を
受
け
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
の
被
害
規
模
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
昭
和
四
〇
年
代
に
豊
三

郎
の
後
を
継
い
だ
長
男
・
英
一
が
、
自

身
の
隠
居
所
と
し
て
、京
都
の
別
荘
地
・

修
学
院
へ
、
か
つ
て
の
「
洗
心
洞
」
及

び
「
懐
旧
」
を
再
現
す
べ
く
、
新
た
に

邸
宅
を
建
立
し
た
。
し
か
し
、
英
一
は

そ
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世

を
去
っ
て
い
る
。
建
物
及
び
土
地
は
そ

の
後
、
京
都
市
が
所
有
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
京
都
精
華
大
学
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
と
な
っ
た
。
修
学
院
に
お
け
る
建
物

に
つ
い
て
は
茶
室
を
中
心
に
、
平
成
一

六
年
（
二
〇
〇
四
）
頃
京
都
伝
統
建
築

技
術
協
会
、
堺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
及

び
堺
市
博
物
館
が
調
査
を
行
っ
た
が
、

そ
の
後
十
六
年
近
く
全
く
の
手
つ
か
ず

と
な
っ
て
い
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二

〇
）
四
月
よ
り
、
京
都
芸
術
大
学
が
建

物
及
び
庭
園
の
保
存
・
修
復
の
た
め
に
、

歴
史
遺
産
学
科
の
学
生
を
中
心
に
調
査

を
進
め
て
い
る
。

　

堺
・
利
休
屋
敷
跡
に
お
け
る
残
さ
れ

た
課
題
と
し
て
は
、〝
利
休
屋
敷
跡
〟と
、

い
つ
か
ら
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
加
賀
田
家
、
辻
本
家
が
所
有
し
た
中

で
、
敷
地
が
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
の
か

不
明
な
点
が
多
い
。
茶
室
「
懐
旧
」
に

つ
い
て
も
、
加
賀
田
家
の
残
し
た
も
の

と
し
て
辻
本
家
が
所
有
し
て
い
た
と
推

測
す
る
が
、
洗
心
洞
と
い
う
名
称
が
、

辻
本
邸
全
体
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は

挿図１　辻本邸の懐旧扁額（昭和初期）（今日庵文庫蔵）

挿図２　洗心の扁額がかかる茶室
　　　　（今日庵文庫蔵）
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辻
本
家
と
し
て
茶
室
に
「
洗
心
」
と
命

名
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
も

う
少
し
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
挿

図
３
）。

【
参
考
文
献
】

・�

北
尾
春
道
編『
数
寄
屋
聚
成
』四（
洪

洋
社
、
一
九
三
六
）

・�

重
森
三
玲
『
日
本
庭
園
史
図
鑑
』
第

一
七
巻
（
有
光
社
、
一
九
三
七
）

・�

福
助
足
袋
『
福
助
足
袋
の
六
十

年 

近
世
足
袋
文
化
史
』（
福
助

足
袋
、
一
九
四
二
）

・�「
元
禄
二
己
巳
歳
堺
大
絵
図
」（
前

田
書
店
、
一
九
七
七
）

・�

与
謝
野
晶
子
「
私
の
見
た
少

女
」（
大
正
四
年
雑
誌
「
新
少

女
」
に
掲
載
。
後
『
私
の
生
い

立
ち
』（
刊
行
社
、
一
九
八
五
）

に
併
せ
て
所
収
。
挿
絵
は
竹
久

夢
二
）

・�
平
川
善
弘
「
旧
辻
本
邸
付
属
茶

室
「
懐
旧
」
の
調
査
を
終
え
て
」

（『
普
請
』
三
四
、
京
都
伝
統
建

築
協
会
、
一
九
九
四
）

理
事
会

　

令
和
四
年
度
第
一
回
理
事
会
が
、
九

月
四
日（
日
）午
後
二
時
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
。
理
事
十

四
名
が
出
席
し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い

て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

一
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

二
、
令
和
四
年
度
大
会
の
報
告

三
、�

令
和
五
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い

て

四
、
役
員
選
出

五
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

六
、
そ
の
他

　

第
一
議
題
で
は
、
令
和
四
年
度
の
各

地
例
会
に
つ
い
て
、
出
席
の
担
当
理
事

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
議
題
で
は
、令
和
四
年
度
総
会
・

大
会
の
報
告
が
、
山
田
副
会
長
よ
り
行

わ
れ
た
。
総
会
・
大
会
の
参
加
者
は
一

二
六
名
。
見
学
会
の
参
加
者
は
五
十
九

名
で
あ
っ
た
。

　

第
三
議
題
で
は
、令
和
五
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
来
年

令
和
五
年
度
は
当
学
会
創
立
（
平
成
五

年
（
一
九
九
三
）
十
月
十
六
日
）
三
十

周
年
を
迎
え
る
。
前
例
で
は
そ
の
十
月

を
過
ぎ
た
後
の
令
和
六
年
開
催
予
定
の

大
会
が
三
十
周
年
記
念
大
会
と
な
る
。

な
お
、
令
和
五
年
度
に
つ
い
て
は
六
月

開
催
予
定
の
大
会
も
（
プ
レ
）
三
十
周

年
記
念
大
会
と
し
、
周
年
記
念
行
事
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
令
和
五
年

十
月
に
特
に
学
会
主
催
行
事
は
設
け
な

い
。

　

会
場
は
順
番
か
ら
東
京
と
な
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
設
定
し
た
場
合
、
テ
ー

マ
と
し
て
従
来
東
京
会
場
で
行
わ
れ
て

き
た
「
江
戸
・
東
京
の
茶
の
湯
」
シ
リ
ー

ズ
の
続
き
と
し
て
、「
東
京
の
近
代
の

茶
の
湯
」
案
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
な
ら

ば
見
学
会
場
の
選
定
に
も
不
自
由
し
な

い
。
ま
た
、
現
在
刊
行
中
の
『
茶
書
古

典
集
成
』で
取
り
上
げ
ら
れ
た
茶
書
が
、

『
茶
道
古
典
全
集
』
刊
行
後
発
見
さ
れ

た
新
出
茶
書
や
、
同
全
集
で
質
の
劣
る

底
本
を
使
用
し
て
い
た
も
の
が
、
原
本

あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
写
本
を
採
り
上

げ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

よ
う
な
研
究
情
況
を
会
員
に
知
っ
て
も

ら
い
、
ま
た
会
員
諸
氏
の
研
究
に
役
立

て
て
も
ら
う
た
め
、
各
茶
書
を
採
り
上

げ
た
大
会
報
告
、
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
案
が
出

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
の
開

催
と
か
、
見
学
会
・
懇
親
会
の
実
施
な

ど
、
東
京
圏
在
住
の
理
事
と
の
意
見
の

挿図３　茶室「懐旧」現在の姿



─ 4 ─

摺
り
合
わ
せ
も
あ
り
、
問
題
山
積
な
の

で
、
矢
野
会
長
中
心
に
諸
問
題
を
検
討

し
、
次
の
理
事
会
、
な
い
し
は
拡
大
理

事
会
に
は
大
会
案
を
提
出
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、
役
員
選
出
が
な
さ

れ
た
。
副
会
長
は
三
名
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
理
事
会
後
速
や
か
に
一
、

二
名
の
候
補
者
に
会
長
か
ら
連
絡
を
取

り
、
内
諾
が
取
れ
た
ら
候
補
者
と
し
て

理
事
会
に
推
薦
す
る
方
針
。
監
査
は
筒

井
紘
一
参
与
・
監
査
が
退
任
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
次
の
監
査
に
は
、
影

山
純
夫
前
理
事
（
会
員
）
の
内
諾
を

得
、
来
年
度
の
総
会
で
推
薦
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
新
任
理
事
・
幹
事
が
推
薦

さ
れ
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
矢
野

新
会
長
の
も
と
、
学
会
の
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
、
幹
事
の
役
割
分
担
を
再

編
成
し
、
大
会
・
例
会
・
会
誌
編
集
・

会
報
編
集
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。
会
誌
編
集
委
員
は
神

谷
昇
司
理
事
が
退
任
さ
れ
、
福
島
修
理

事
が
新
た
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
会
報
は
、
飯
島
照
仁
・
中
村
幸
・

船
阪
富
美
子
の
各
理
事
の
下
、
幹
事
か

ら
も
作
成
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。
例
会
に
つ
い
て
の
理
事
・

幹
事
の
異
動
は
な
し
。
な
お
、
岩
崎
理

事
は
伊
勢
在
住
の
た
め
、
近
畿
例
会
か

ら
東
海
例
会
に
所
属
が
異
動
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

第
五
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
、
会
誌
三
十
八

号
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
会
誌
の
「
会
誌
投
稿
規
定
」
の
変

更
の
件
の
提
案
が
あ
り
、
現
行
「
三
、

体
裁　

原
稿
は
縦
書
き
と
し
」
と
あ
る

箇
所
を
、「
三
、
体
裁　

原
稿
は
縦
書

き
を
原
則
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
横
書

き
も
認
め
る
」
に
、「
四
、
提
出　

電

子
メ
デ
ィ
ア
で
原
稿
を
提
出
す
る
場
合

は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
紙
を
二
通
添
付

す
る
」
と
あ
る
箇
所
を
、「
四
、提
出
（
上

記
の
部
分
削
除
）」
と
、
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
但
し
「
四
、
提
出
」
の

部
分
に
関
し
て
は
、
削
除
に
よ
っ
て
生

起
す
る
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
回
の
理
事
会
、
な
い
し
は
拡
大
理

事
会
ま
で
に
会
長
な
ど
で
対
応
案
を
作

成
し
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
報
に
つ
い
て
飯
島
編
集
委
員
長
よ

り
、
会
報
一
一
四
号
の
進
捗
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
矢
野
会
長
よ
り
学

会
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
歴
代

の
副
会
長
に
関
連
原
稿
の
執
筆
を
依
頼

し
（
千
字
程
度
）、
来
年
度
、
都
合
に

よ
り
再
来
年
度
の
会
報
に
順
次
掲
載
す

る
提
案
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

対
象
と
な
る
副
会
長
経
験
者
は
、
村

井
康
彦
・
戸
田
勝
久
・
小
泊
重
洋
・
高

橋
忠
彦
・
筒
井
紘
一
・
影
山
純
夫
・
神

谷
昇
司
・
谷
端
昭
夫
・
竹
内
順
一
・
田

中
秀
隆
・
中
村
修
也
の
十
一
氏
。

　

学
会
会
員
・
維
持
会
員
の
減
少
に
よ

り
予
算
が
縮
小
し
て
い
る
現
状
を
鑑

み
、経
費
削
減
の
必
要
が
生
じ
て
お
り
、

会
誌
・
会
報
を
手
始
め
と
し
て
、
製
作

費
を
会
長
が
検
討
し
た
。
そ
し
て
他
の

印
刷
会
社
か
ら
の
見
積
も
り
を
取
り
、

理
事
会
に
提
示
し
、
協
議
し
た
結
果
、

会
誌
は
思
文
閣
出
版
か
ら
福
井
市
の
創

文
堂
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会

報
は
製
作
価
格
に
よ
り
従
来
通
り
の

テ
ィ
･
プ
ラ
ス
に
。
ま
た
会
誌
の
デ
ザ

イ
ン
等
の
権
利
関
係
も
不
明
確
な
部
分

を
明
確
化
す
る
方
向
で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（
佐
村
憲

一
）と
協
議
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

第
六
議
題
で
は
、
広
報
活
動
に
つ
い

て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
近
畿

例
会
は
中
村
幸
理
事
に
、
東
京
例
会
は

依
田
徹
理
事
に
依
頼
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
依
田
理
事
に
は
学
会
の
「
チ
ラ

シ
」
の
再
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
も
承

認
さ
れ
た
。

　

登
録
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
当

会
の
提
唱
す
る
「
茶
の
湯
」
と
い
う
用

語
と
内
容
に
対
し
て
、
文
化
庁
は
従
来

か
ら
「
茶
道
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て

お
り
、
当
会
と
し
て
は
文
化
庁
と
様
々

な
協
議
が
必
要
で
あ
る
と
、
会
長
か
ら

報
告
が
あ
っ
た
。

　

本
年
度
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ

ネ
ラ
ー
の
一
人
、
日
独
文
化
研
究
所
所

長
の
大
橋
良
介
先
生
よ
り
、
同
研
究
所

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
支
援
の
「
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
」

を
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
欲

し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、協
議
の
結
果
、
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掲
載
を
了
承
し
た
。
な
お
掲
載
期
間
は

限
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

会
員
増
強
に
つ
い
て
、
若
い
理
事
・

幹
事
に
方
策
提
出
な
ど
を
依
頼
し
て
は

ど
う
か
と
の
提
案
が
岩
崎
理
事
か
ら
あ

り
、
同
理
事
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

例
　
会

東
京
例
会

（
令
和
四
年
四
月
二
十
三
日
）

「
文
献
に
み
る
光
悦
茶
碗
と
そ
の

受
容
の
様
相
―
近
世
を
俯
瞰
す

る
―
」

讃
井
瑞
祥

　

本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
〜
一
六
三

七
）
は
、
刀
剣
鑑
定
を
家
職
と
す
る
家

に
生
ま
れ
た
が
、
本
業
の
傍
ら
職
人
と

の
協
働
を
通
じ
て
美
術
工
芸
品
の
制
作

に
も
携
わ
り
、
陶
芸
で
は
楽
焼
茶
碗
を

自
作
し
た
。
発
表
者
は
現
在
、
そ
れ
ら

光
悦
茶
碗
を
対
象
と
す
る
通
史
的
な
受

容
史
研
究
に
着
手
し
て
お
り
、
本
発
表

で
は
そ
の
一
環
と
し
て
、近
世
を
前
期
・

中
期
・
後
期
に
分
け
、
受
容
主
体
の
動

向
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
各
期
に
お
け

る
価
値
形
成
の
過
程
を
検
証
し
た
。

　

近
世
前
期
に
つ
い
て
、
光
悦
茶
碗
の

文
献
上
の
初
見
は
、
表
千
家
四
代
江
岑

宗
左
の
茶
会
記
に
見
出
さ
れ
、
作
品
の

初
期
受
容
が
千
家
流
の
範
疇
で
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
生

前
の
光
悦
が
千
宗
旦
や
そ
の
周
辺
の
茶

人
た
ち
と
茶
の
湯
を
介
し
て
接
触
し
て

い
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
た
も
の
と

想
定
し
得
る
。

　

近
世
中
期
に
は
、
都
市
圏
の
町
人
層

に
お
け
る
千
家
流
の
支
持
拡
大
に
連
動

し
て
、
光
悦
茶
碗
の
価
値
も
各
地
域
へ

と
伝
播
し
て
ゆ
く
。
と
り
わ
け
、
新
興

の
豪
商
茶
人
を
主
体
と
し
て
、
光
悦
茶

碗
の
積
極
的
な
収
集
・
使
用
が
推
し
進

め
ら
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
作
品
は
表

千
家
六
代
覚
々
斎
な
ど
の
権
威
者
に
よ

り
鑑
定
・
命
銘
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、

名
物
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
た
。

　

近
世
後
期
に
は
、
表
千
家
七
代
如
心

斎
が
制
定
し
た
七
事
式
の
流
行
や
、
千

家
直
属
の
中
間
教
授
者
た
ち
に
よ
る
普

及
活
動
を
通
じ
、
千
家
流
は
武
家
階
級

に
も
支
持
基
盤
を
開
拓
し
た
。さ
ら
に
、

大
名
・
豪
商
間
の
関
係
深
化
を
契
機
と

し
て
、
茶
の
湯
を
介
し
た
相
互
交
流
が

増
幅
す
る
な
か
で
、
光
悦
茶
碗
の
価
値

も
豪
商
茶
人
か
ら
一
部
の
大
名
茶
人
へ

と
伝
達
さ
れ
て
ゆ
く
。

「「
天
」
に
捧
げ
る
茶
―「
称
名
寺

聖
教
」
を
手
掛
か
り
に
―
」

張　

名
揚

鎌
倉
時
代
後
期
の
書
写
と
さ
れ
る
称

名
寺
所
蔵
「
順
忍
書
状
」
紙
背
（「
金

沢
文
庫
文
書
」
９
９
４
）「
題
未
詳
聖

教
」
に
は
、
大
黒
天
関
連
と
推
さ
れ
る

祭
祀
に
茶
を
酒
の
代
用
品
と
し
て
よ
い

と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
資
料
に

は
星
供
の
時
に
茶
を
用
い
る
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
茶
の
酒
の
代
用
品
と
し
て
の

利
用
は
、「
天
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

星
宿
信
仰
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一

五
）
が
記
し
た
『
喫
茶
養
生
記
』
の
「
天

等
」
を
供
養
す
る
時
に
茶
を
用
い
る
と

い
う
記
述
も
、「
題
未
詳
聖
教
」
同
様
、

密
教
儀
礼
を
踏
ま
え
て
記
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
星
宿
に
茶
を
献
上
す
る
密
教

儀
礼
は
、
中
国
道
教
由
来
と
さ
れ
て
い

る
。
隋
唐
期
道
教
の
醮
（
シ
ョ
ウ
）
と

い
う
儀
礼
に
注
目
し
て
み
る
と
、『
隋

書
』「
経
籍
志
」
や
法
琳
（
五
七
二
～

六
四
〇
）『
弁
正
論
』
に
は
星
宿
と
の

関
わ
り
が
見
出
せ
る
。
ま
た
道
世
（
？

～
六
八
三
）『
法
苑
珠
林
』
に
は
「
旧

時
」
の
「
祭
醮
」
に
は
「
鹿
脯
」「
清

酒
」
を
利
用
し
、「
今
」
は
「
干
棗
」「
香

水
」
を
供
物
と
す
る
と
あ
る
。「
干
棗
」

は
複
数
の
称
名
寺
所
蔵
資
料
に
星
供
の

供
物
と
さ
れ
て
お
り
、「
香
水
」
は
茶

を
指
す
と
み
ら
れ
、「
香
水
」
と
「
干

棗
」
の
利
用
は
密
教
星
供
と
一
致
し
て

い
る
。
さ
ら
に
一
行
（
六
八
三
～
七
二

七
）『
七
曜
星
辰
別
行
法
』
に
お
い
て

星
宿
に
捧
げ
る
供
物
は
、
醮
に
用
い
ら

れ
る「
脯
」と「
酒
」で
も
あ
る
た
め
、『
法

苑
珠
林
』
の
供
物
が
密
教
系
資
料
と
共

通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
干
棗
」

と
茶
の
多
用
さ
れ
る
中
世
日
本
の
密
教
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星
供
は
、
星
宿
の
信
仰
と
深
く
関
わ
る

隋
唐
期
道
教
の
醮
の
影
響
が
見
出
し
う

る
の
で
あ
る
。

（
令
和
四
年
七
月
二
日
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の
三　

高
橋
箒
庵
の
一
番
町
邸

茶
室
「
寸
松
庵
」
の
移
築
と
「
茶

室
開
き
」」

神
保
乃
倫
子　

八
木
京
子

　

益
田
克
徳
は
、
高
橋
箒
庵
が
茶
人
と

し
て
評
判
に
な
っ
た
一
番
町
邸
茶
室

「
寸
松
庵
」
の
移
築
に
関
わ
っ
て
い
る
。

私
共
は
、
箒
庵
の
新
宅
完
成
、
茶
室
移

築
、「
茶
室
開
き
」
の
日
時
、
一
番
町

邸
と
茶
室
の
間
取
り
図
等
を
明
ら
か
に

し
、
克
徳
の
茶
の
姿
が
ど
の
様
に
見
て

取
れ
る
か
を
考
察
し
た
。

　

箒
庵
は
明
治
三
二
年
春
に
「
茶
室
開

き
」
を
し
た
と
記
述
し
て
い
る
が
、
同

年
五
月
の
『
読
売
新
聞
』
に
箒
庵
の
転

居
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て

一
番
町
邸
の
完
成
は
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
次
に
由
利

公
正
の
伝
記
に
、
同
年
七
月
に
「
茶
室

割
愛
」
の
記
述
が
み
ら
れ
、
従
っ
て
明

治
三
二
年
春
の
「
茶
室
開
き
」
は
時
期

的
に
矛
盾
す
る
。

　

ま
た
明
治
三
六
年
五
月
号
の『
太
陽
』

に
、
石
黒
况
翁
が
箒
庵
に
招
か
れ
た
茶

会
記
「
寸
松
庵
茶
会
の
記
・
明
治
三
六

年
三
月
二
三
日
」
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
同
茶
会
記
に
は
、箒
庵
が「
茶

室
開
き
」
に
使
っ
た
と
『
我
楽
多
籠
』

に
記
述
し
た
道
具「
寸
松
庵
色
紙
」、「
佐

久
間
将
監
像
」、「
将
監
作
茶
杓
」
が
記

さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
六
年
三
月
二
三

日
の
茶
会
が
「
茶
室
開
き
」
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
「
寸
松
庵
茶
会

の
記
」
の
道
具
組
に
は
茶
の
湯
上
級
者

の
豊
富
な
知
識
・
経
験
・
発
想
が
見
て

取
れ
、
こ
こ
に
克
徳
の
関
与
が
考
え
ら

れ
る
。

　

次
に
箒
庵
は
「
茶
室
は
大
徳
寺
の
寸

松
庵
に
あ
っ
た
も
の
」
と
記
述
し
て
い

る
が
、一
番
町
邸
茶
室
は
「
三
畳
台
目
」

で
、『
槐
記
』
に
記
載
さ
れ
た
「
囲
い

の
四
畳
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
大
徳
寺

「
寸
松
庵
」
は
天
保
五
年
に
待
合
「
濶

遠
亭
」
を
除
い
て
建
物
は
焼
失
し
た
と

の
記
録
が
あ
り
、
従
っ
て
「
寸
松
庵
」

茶
室
の
移
築
は
有
り
得
ず
、克
徳
が「
利

休
の
深
三
畳
台
目
」
写
し
を
作
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
一
番
町
邸
の
庭
は
「
滝
や
渓
流

が
あ
り
鬱
蒼
と
し
た
山
の
中
の
雰
囲
気

で
あ
る
。」と『
名
園
五
十
種
』に
あ
り
、

克
徳
の
築
庭
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
塩
原
・

小
太
郎
ヶ
淵
」
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
様
に
、
明
治
三
十
年
代
の
克
徳

円
熟
期
の
茶
の
姿
は
箒
庵
の
一
番
町
邸

茶
室
と
「
茶
室
開
き
」
と
そ
の
道
具
組

な
ど
に
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

「
小
浜
藩
主
酒
井
忠た
だ
あ
き義

の
茶
道
具

蒐
集
」

依
田　

徹

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
「
若

洲
酒
井
伯
爵
家
御
所
蔵
品
入
札
」
は
、

多
数
の
優
れ
た
茶
器
が
出
さ
れ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
小

浜
藩
酒
井
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
過

程
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は

な
か
っ
た
。
発
表
者
は
高
橋
義
雄
『
大

正
名
器
鑑
』
に
譲
渡
証
な
ど
が
翻
刻
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら

小
浜
酒
井
家
の
蒐
集
経
緯
を
あ
る
程
度

追
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
こ
れ
ら
を
通
覧
す
る
と
、
幕
末
期

の
藩
主
で
あ
る
酒
井
忠
義
が
、
一
代
で

驚
く
べ
き
蒐
集
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
売
立

の
時
に
道
具
商
に
残
さ
れ
た
と
見
ら
れ

る
証
文
類
が
道
具
商「
関
庄
」に
伝
わ
っ

て
い
た
他
、
小
浜
市
立
図
書
館
の
「
酒

井
家
文
書
」
に
も
一
部
証
書
類
が
保
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
進
出
情
報
を
加
え
、
本
発
表
で

は
酒
井
忠
義
の
茶
道
具
蒐
集
に
つ
い
て

明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

酒
井
忠
義
は
京
都
所
司
代
を
重
要
な

キ
ャ
リ
ア
と
す
る
幕
閣
で
あ
り
、
そ
の

地
位
を
用
い
て
特
筆
す
べ
き
蒐
集
を

行
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
政
治
的
に
深
く

結
び
つ
い
た
井
伊
直
弼
が
、『
茶
湯
一

会
集
』
に
よ
っ
て
精
神
論
的
に
茶
道
論

を
ま
と
め
あ
げ
な
が
ら
も
、
物
質
的
な

蒐
集
に
力
を
い
れ
な
か
っ
た
態
度
と
対

照
的
で
あ
る
。
ま
た
忠
義
の
蒐
集
は
、
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唐
画
や「
国
司
茄
子
」「
北
野
肩
衝
」「
虹

天
目
」「
夕
陽
天
目
」
と
い
っ
た
、
利

休
以
前
の
大
名
物
の
蒐
集
に
力
を
入
れ

た
点
に
特
色
が
あ
る
。
利
休
・
遠
州
へ

の
関
心
を
中
心
と
す
る
松
平
不
昧
の
蒐

集
と
も
質
的
に
相
違
を
見
せ
、
幕
末
期

に
こ
の
様
な
価
値
観
を
も
っ
た
コ
レ
ク

タ
ー
が
居
た
と
い
う
点
で
特
筆
す
べ
き

だ
ろ
う
。

近
畿
例
会

（
令
和
四
年
八
月
二
十
七
日
）

「
英
一
蝶
筆
「
仏
涅
槃
図
」（
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
蔵
）
に
み
る
冬
木
屋

上
田
家
の
周
縁
」

宮
武
慶
之

英
一
蝶
に
よ
る
「
仏
涅
槃
図
」（
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
は
釈
迦
の
涅
槃
入

滅
に
際
し
天
女
、
仏
僧
、
動
物
ら
が
慟

哭
す
る
姿
を
描
く
。
ま
た
軸
先
は
横
谷

宗
珉
の
作
。
本
作
品
は
二
〇
一
七
年
よ

り
二
〇
一
八
年
の
日
本
国
内
の
展
覧
会

で
、
日
本
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
本

作
品
の
裏
書
か
ら
、
江
戸
の
材
木
商
で

あ
る
冬
木
屋
上
田
家
の
三
代
目
弥
平
次

の
遺
命
に
よ
り
、
正
徳
三
年
に
雲
林
院

へ
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

先
行
研
究
で
「
仏
涅
槃
図
」
に
つ
い

て
は
美
術
史
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
は
河
野

元
昭
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
仏
涅
槃

図
」
の
右
側
に
在
俗
の
女
性
が
描
か
れ

る
点
で
あ
る
。
在
俗
の
女
性
と
は
、
一

体
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
在
俗
の

女
性
を
慟
哭
す
る
婦
女
と
み
た
場
合
、

筆
者
が
さ
ら
に
注
目
し
た
の
は
女
性
か

ら
み
て
前
方
に
、
供
華
す
る
童
女
が
描

か
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
位
置
関
係
も

涅
槃
入
滅
す
る
釈
迦
と
慟
哭
す
る
婦
女

の
間
に
、
供
華
す
る
童
女
が
描
か
れ
る

点
は
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
予
想
さ

れ
る
。
ま
た
二
者
は
当
然
な
が
ら
冬

木
屋
本
家
に
関
係
す
る
人
物
と
目
さ
れ

る
。筆

者
は
以
前
、『
茶
の
湯
文
化
学
』

に
お
い
て
、大
燈
国
師
墨
蹟
「
凩
」（
九

州
国
立
博
物
館
蔵
）
の
箱
墨
書
に
政
郷

の
自
署
が
あ
る
点
お
よ
び
雲
林
院
へ
の

寄
進
に
関
し
て
周
縁
に
つ
い
て
論
じ

た
。
す
な
わ
ち
一
蝶
筆
「
仏
涅
槃
図
」

の
存
在
は
、
そ
の
後
の
雲
林
院
と
冬
木

屋
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
作

品
と
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一

蝶
や
宗
珉
と
い
っ
た
冬
木
屋
周
辺
の

人
々
と
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
で
き
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
冬
木
屋
の
研
究
で
重
要
な

位
置
を
占
め
る
系
図
お
よ
び
過
去
帳
の

存
在
が
確
認
で
き
、
一
族
の
人
間
関
係

が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
発
表
者
は
「
仏
涅
槃
図
」
を
、
正

徳
三
年
時
点
で
の
冬
木
屋
を
め
ぐ
る
人

間
関
係
の
縮
図
で
あ
る
と
捉
え
た
。
発

表
で
は
特
に
寄
進
に
際
し
て
発
願
者
で

あ
る
政
郷
の
遺
命
を
明
確
に
す
る
こ
と

と
も
に
、
実
際
の
寄
進
が
四
代
目
郡
暠

（
喜
平
次
）
に
よ
り
行
わ
れ
た
た
め
、

本
作
品
に
ど
の
よ
う
に
当
時
の
周
縁
が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
論
じ
た
。
ま
た

本
発
表
で
は
冬
木
屋
と
一
蝶
と
宗
珉
と

の
関
係
、
お
よ
び
冬
木
屋
が
「
仏
涅
槃

図
」
を
雲
林
院
へ
寄
進
す
る
背
景
に
つ

い
て
裏
書
か
ら
の
検
討
を
行
い
、「
仏

涅
槃
図
」
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
冬
木

屋
を
基
点
に
考
察
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛
に
メ
ー

ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

東
京
例
会

令
和
五
年
二
月
十
一
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
予
定
）

「
松
平
不
昧
の
新
し
い
道
具
づ
く
り
に

つ
い
て
―
小
林
如
泥
の
指
物
作
品
調
査

か
ら
―
」

倉
澤
佑
佳

「
高
橋
箒
庵
―
『
大
正
名
器
鑑
』
を
中

心
に
―
」

齋
藤
康
彦

近
畿
例
会

令
和
五
年
三
月
四
日
（
土
）　

午
後
二
時
～
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（
会
場
：
同
志
社
大
学 

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス 
良
心
館
Ｒ
Ｙ
１
０
５
）

「
信
濃
飯
田
・
市
岡
家
の
茶
の
湯
」

廣
田
吉
崇

「
定
家
筆
「
泊
瀬
山
」
と
俊
成
・
西
行
・

定
家
筆
「
三
色
紙
」
の
表
装
」

中
村　

幸

金
沢
例
会

令
和
五
年
三
月
十
二
日
（
日
）　

午
後
一
時
三
十
分
～

（
会
場
：
金
沢
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

武
蔵
）

「
茶
の
湯
と
社
会
的
意
義
／
地
域
へ
の

影
響
」

伊
東　

梢

高
知
例
会

令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
七
章
輪
読

（
各
自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
下
さ
い
）

高
知
支
部
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

新
刊
紹
介

『
茶
書
古
典
集
成
』（
全
十
七
巻
）

筒
井
紘
一
・
熊
倉
功
夫
・
谷 

晃
・
谷

端
昭
夫
監
修　

淡
交
社

三
巻
『
宗
及
茶
湯
日
記
「
天
王
寺
屋
会

記
」
他
会
記
』
山
田
哲
也
編
集　

定
価
九
、
九
〇
〇
円
（
税
込
）

『『
山
上
宗
二
記
』
と
茶
人
宗
二
』

神
津
朝
夫
著　

宮
帶
出
版
社

定
価
三
、
八
五
〇
円
（
税
込
）

お
知
ら
せ

令
和
五
年
度

総
会
・
大
会
の
ご
案
内

　

令
和
五
年
度
総
会
・
大
会
は
計
画
中

で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
令

和
五
年
四
月
に
郵
送
に
て
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

日　

程
：�

令
和
五
年
六
月
十
日
（
土
）・

十
一
日
（
日
）

場　

所
：
東
京

テ
ー
マ
：「
江
戸
の
茶
の
湯
（
仮
）」

令
和
五
年
度�

�

大
会
研
究
発
表
者
募
集

　

令
和
五
年
度
の
研
究
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

大
会
研
究
発
表
要
旨
を
添
え
て
、
学
会

事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
も
し
く
は
郵
送
で

ご
応
募
下
さ
い
。
大
会
終
了
後
、
発
表

内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
論
文
に
ま
と

め
、
学
会
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』
に
投

稿
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
発
表
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
程
：�

令
和
五
年
六
月
十
日（
土
）、

十
一
日
（
日
）
い
ず
れ
か

応
募
資
格
：�

茶
の
湯
文
化
学
会
会
員
で

あ
る
こ
と

募
集
締
切
：�

令
和
五
年
二
月
十
五
日

（
水
）

発
表
時
間
：�
研
究
発
表
二
十
分　

質
疑

応
答
十
分

・�

メ
ー
ル
に
て
、
件
名
を
「
令
和
五
年

度
大
会
研
究
発
表
募
集
」
と
し
、
大

会
研
究
発
表
要
旨
を
添
付
し
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

・�

応
募
の
際
は
連
絡
先
の
ほ
か
、
現
在

の
所
属
先
、
肩
書
等
も
あ
れ
ば
、
併

せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

・�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
の
上
決

定
い
た
し
ま
す
。

・�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

・�

そ
の
他
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

※�

事
務
局
の
年
末
年
始
の
休
業
は
、
令

和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
（
水
）
～

令
和
五
年
一
月
四
日
（
水
）
と
な
り

ま
す
。

※�

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


